
動機
現在学習している数学は実際に⽣活の中でどのように使われ
ているのか。また、様々な波に関する物理現象をさらに理解
を深めたかったため。

三⾓関数と私たちの⽇常
SSH数学 2F14 ⾦ 煌進
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研究内容
ノイズキャンセリング機
能の付いたイヤホンの仕組
みについて考えます。仕組
みについて理解するために
は波の動きを細かく⾒る必
要があるので、三⾓関数を
利⽤していきます（上の公
式はフーリエ変換の⼀般化
した式になります）。
まず、フーリエ変換の式
が表す意味を簡単に⾔うと、
⼀定周期の関数ならばすべ
て三⾓関数で表せるという
ことです。ご存じのように
私たちが聞いている⾳は波
動の⼀つであり、波の⼭と
⾕をひっくり返したものが
逆位相です。⼭と⼭、⾕と
⾕がぶつかり合うことで打
ち消しあって⾳が聞こえな
くなります。

具体的に関数を例に出しながら考
えていきたいと思います。
⼆つの関数ｙ＝ｆ（ｘ）、ｙ＝ｇ
（ｘ）が存在する。
Ｆ（ｘ）＋Ｇ（ｘ）＝０

このような例として
Cosπ=−cosπなどがある
そしてフーリエ公式に従って、
括弧内の数字を2x、3xと無限に
増加していくと、あるnxで、
ノイズキャンセリングができ
なくなります。理由としてはn
が正の数として増加するたび
に⼀波⻑は短くなるので、イ
ヤホンのノイズキャンセリン
グ機能が追いつけないと考え
ました。(モスキート⾳など)
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